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字あ
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こ
う
が
い

崎さ
き

﹄

　
　
︱
小
坂
城
落
城

　
　
　
　
　
悲
話
伝
説
の
地
︱

　
平ひ

ら
や
ま
じ
ろ

山
城
・
小
坂
城
の
築
城
に
関

す
る
明
確
な
記
録
の
保
存
は
な
い

が
、
一
説
で
は
岡
見（
尾
上
）一
族

の
治
房（
牛
久
城
主
と
い
う
記
録

も
あ
る
）が
、戦
国
時
代（
※
）の
大だ
い

永え
い

３
年（
１
５
２
３
年
）、
ま
た
は

天て
ん

文ぶ
ん

３
年（
１
５
３
４
年
）に
築

ち
く
じ
ょ
う城

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
※
応お
う

仁に
ん

元

年（
１
４
６
７
年
）に
起
こ
っ
た
乱

か
ら
、
元げ
ん

亀き

元
年（
１
５
７
０
年
）

の
織
田
信
長
政
権
確
立
ま
で
の
１

０
０
年
余
の
群ぐ
ん
ゆ
う雄

が
割か

っ
き
ょ拠

し
て
互

い
に
争
っ
た
世
を
さ
す
。

　
戦
国
の
世
の
な
ら
い
は
一
門
の

興
亡
で
あ
っ
た
。

　
一
門
を
存
続
し
て
い
く
た
め
に
、

弱
小
豪
族
・
岡
見（
尾
上
。
一
族
が

足
高
城
・
谷
田
部
城
・
牛
久
城
な
ど

に
盤ば
ん

踞き
ょ

）家
で
は
、
天
正（
元
年
は

１
５
７
３
年
）に
な
る
と
、
相さ
が
み
の
く
に

模
国

の
小
田
原
城（
現
神
奈
川
県
小
田

原
市
）を
本
拠
に
す
る
戦
国
大
名
・

岡
見（
尾
上
）家
と
小
坂
城　

そ
の
３

　
　

―
岡
見（
尾
上
）一
族
が
築
く
―

北
条
家
の
傘
下
に
入
っ
た
。
北
条

家
は
、
早
雲
、
氏
綱
、
氏
康
、
氏
政
、

氏
直
５
代
で
関
東
各
地
に
支
城
城

郭
百
カ
城
を
築
き
、
領
地
３
０
０

万
石
余
に
及
ん
だ
。
初
代
の
早
雲

は
、
戦
国
の
七し
ち

雄ゆ
う（
北
条
早
雲
・
武

田
信
玄
・
上
杉
謙
信
・
毛
利
元
就
・

織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家

康
）に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
北
条
家
の
氏
政
・
氏
直
父

子
は
、
常ひ
た
ち
の
く
に

陸
国（
現
茨
城
県
）の
太

田
城（
現
常
陸
太
田
市
）が
本
拠
の

戦
国
武
将
・
佐
竹
義
重
と
度
々

戦
っ
た
。

　
佐
竹
家
は
、
清
和
源
氏
の
源
義

家
の
弟
義
光
を
祖
と
し
、
家
紋
を

丸
に
日
の
丸
扇
お
お
ぎ

紋
を
用
い
て
い

た
。義
重
は
19
代
目
に
あ
た
り
、鬼

義
重
あ
る
い
は
坂ば
ん
ど
う東
太
郎
の
異
名

を
と
り
、
常ひ
た
ち
の
く
に

陸
国
を
ほ
ぼ
掌

し
ょ
う
あ
く
握
し

て
い
た
。

　
天
正
10
年（
１
５
８
２
年
）に
全

国
平
定
中
の
織
田
信
長
が
京
都
・

本
能
寺
に
お
い
て
倒
れ
た
。
そ
の

翌
年
の
天
正
11
年
、義
重
よ
り
、重

臣
の
車
く
る
ま

丹た
ん
ば
の
か
み

波
守
猛た

け
と
ら虎

が
小
坂
城
攻

め
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
小
城
の
小
坂
城
は
、
車
丹
波
守

率
い
る
佐
竹
の
雲う

ん

か霞
の
如ご

と

き
大
軍

に
難
無
く
落
城
し
た
。
城
主
岡
見

治
房
は
、
武
運
つ
た
な
い
こ
と
を

知
り
、
自
害
。
気
丈
な
奥
方
鷹た
か

は
、

子
の
十
王
丸
と
藤
姫
を
刺
し
て
か

ら
自
害
し
て
果
て
た
。
後
に
、
小

坂
城
下
に
鷹
愛
用
の
笄
こ
う
が
い（
当
時
は

小
野
川
で
の
ち
に
水
田
に
な
る
）

が
落
ち
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら﹃
笄

伝
説
﹄が
起
こ
っ
た
。そ
の
あ
た
り

は
字
地
名
・
笄

こ
う
が
い

崎さ
き

と
名
付
け
ら
れ

た
。
ま
た
笄
に
ち
な
ん
だ
松
の
木

と
井
戸
が
あ
っ
た
。

　
各
地
で
見
ら
れ
る

　
　
笄
と
落
城
の
伝
説

　
　
　
︱ 

葛
か
つ
ら
お尾

城じ
ょ
う︵

現
長
野
県

坂
城
町
︶と
笄
の
渡
し
・

忍お
し

城じ
ょ
う︵

現
埼
玉
県
行
田

市
︶を
守
っ
た
笄
掘
︱

　
葛
尾
城（
城
主
村
上
義
清
）
は
、

戦
国
時
代
の
天
文
22
年（
１
５
５

３
年
）
に
武
田
信
玄
に
攻
め
ら
れ

落
城
し
た
。
義
清
と
奥
方
於お

フ
子ね

は
別
々
に
落
ち
延
び
る
こ
と
に

な
っ
た
。
山や
ま
じ
ろ城

・
葛
尾
城
の
麓

ふ
も
と

を

流
れ
る
千
曲
川
の
対
岸
の
力
石
に

渡
る
さ
い
に
奥
方
は
、
わ
が
身
の

危
険
を
か
え
り
み
ず
舟
を
出
し
て

く
れ
た
船
頭
の
心
に
打
た
れ
、
お

礼
と
し
て
髪
の
ま
げ
に
さ
し
て
い

た
笄
を
手
渡
し
た
。
義
清
夫
人
を

偲
ん
で
そ
れ
以
降
、
そ
の
渡
し
場

は﹃
笄
の
渡
し
﹄と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
忍
城
の
城
主
は
成
田
下
総
守
氏

長
で
あ
っ
た
。
天
正
18
年（
１
５

９
０
年
）
３
月
か
ら
の
豊
臣
秀
吉

に
よ
る
小
田
原
城（
北
条
家
討
伐
）

攻
め
に
さ
い
し
て
北
条
家
に
与く
み

し

て
い
た
氏
長
は
、
小
田
原
城
に
詰

め
て
い
た
。
忍
城
は
、
主
将
石
田

三
成
の
秀
吉
軍
に
囲
ま
れ
た
。
氏

長
の
留
守
を
預
か
る
奥
方
真ま

な名

は
、
家
臣
の
妻
た
ち
と
一
緒
に
城

内
の
外そ
と

郭く
る
わに

大
掛
り
な
壕ほ

り

を
掘
っ

た
。
壕
に
は
真
名
愛
用
の
笄
が
落

ち
て
い
て
、
以
来
、
そ
の
壕
を
家

臣
た
ち
は﹃
笄
堀
﹄と
呼
ん
だ
。
三

成
は
、
平ひ
ら
じ
ろ城
・
忍
城
を
水
攻
め
に

し
た
が
堅
固
な
守
り
に
手
を
焼
き

小
田
原
城
開
城
後
ま
で
持
ち
こ
た

え
た
。
忍
城
が
何な
に

故ゆ
え

に
守
り
が
堅

固
で
あ
っ
た
の
か
は
、
将
も
兵
も

民
も
、
老
若
男
女
が
こ
と
ご
と
く

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
戦
っ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。

笄
こうがい

は日本髪のまげにさす装飾品で、金・銀・べっこうなどで作

られ、広く庶民女性の間で用いられたのは江戸時代からである。
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